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　大脳 皮質全 般 の NA 線維終末の 蛍光 は 60H ド
ーパ 投

与後 1時間で 消失 し．以後 1週間に お い て も消失 した

ままで あ っ た。一方，内包 よ り中脳 に か けて 本 ニ ュ
ー

ロ ン の 軸 索内 （背 側 NA 線 維束 ） に 投 与 後 1時 間 で 少

量 の NA の 蓄積が 起 こ り ， 3時間で は こ の 蓄積 は・一
層

強 ま り，6 時間で は 減少 した 。24時間後で は 線維内の

NA 蓄積は さ らに 減少 し，一部の 線維 に の み 強 く見 ら

れ！t1 遣 問で は非常に 少な か っ た 。な お 若十 の 毛細 血

管．暖に ユ時 間 で や や 黄 色 が か っ た 蛍 光 が 観察 さ れ た が

3 時間以後 で は 消失 した 。

　電子顕微鏡 に よ る観察で は大脳皮質に 電子密度 の 高

い 中〜大型 の 含粒 小 胞 を 含む 終米が 1時 間 で 見 られ ，

3〜4．5時 間 で こ の よ うな 小胞 と そ れ を 含む 終末 は共

に そ の 数 を増 した 。長 時間た つ と 電子 密度の 高い 含粒

小胞 は殆 ん ど大型 の 電
．
子密渡 の 高い

．
含粒小胞 に隈 られ

不整 形 の もの が 多 くな っ た，，一方 ， 電 子 密度 の 高い 小

胞 の 他 に や や 粗 大 不 整 形 の 含粒 小 胞 や 複 雑 な膜 状 構造

物 を 含む終末が 3 時間で わ ずか な が ら 見られ ，の ち時

間 と共 に 数 を 増 し 2 日 以降で は そ の 終末 の 多 くは い わ

ゆ る 6．−OH ド
ー一パ ミ ン に よ る典型 的な ア ミ ン 線維 の 変

性終末と考え られ る像 を塁 した 。 さ らに ドーパ 鋭炭酸

酵 素阻 害剤 （Ro　4−4602） の 少 量 を 前もっ て 投．与す る

と上認変化 が．早め られ た 。

　以上 の 結果か ら 6．−OH ドーパ 投．与後 に 変化を 見せ る

終末構造 は 隊斑 核NA ニ ュー
ロ ン 線維終末とみ な され

短時聞で 電了
・
密度を．ft．昇 させ る 中

〜
大型 の 小胞 は そ の

終末内の NA 貯 蔵部泣を 示峻す る もの と思 わ れ る ．

48．末 稍 役 与 の 5−OH ドー．・パ ミン fこよ る ラ ッ

　　 ト脳内ア ミン 線維終 京 の 電 顕 的観察

　　　　　　大阪大学豐学 部高次神経研解剖

　　　　　　　　C 前 1
．
r1 敏「専，遠山　正 彌

　　　　　　　　　　　　「．−　　1

薗　脳 外科

　　　　　　正 治

大阪府立中宮病i掩

　　　　　　　明

（52 ）

　 オ ス ミウ ム 矧定 ICよ り電子 密度を上 昇させ ア ミ ン 線

維終末 の
”tt”’li：顕 に よ る 同定 に 圧 い られ る 5．−OH ドーパ ミ

ン （5−OHDA ）は脳 血 夜関 ｝男を 通 過 し得 な い
。 した が っ

て 中枢 の 観寮 の た め に は111菊室内投 与 が 行 な わ れ るが ，

こ の 方法 に よ る と脳実質に お い て しば しば 強い 浮腫 が

お こ り，終末 の 周凋成分 との 関係 を知 る こ とが困難で

ある 。 また 大脳皮質で は視床
．
ド部 な どに 比 べ 5−OHDA

の 浸 透 が憑 くか つ 不 均等で あ る こ とが 多い 。今 回 我 々

は 尿 素を 」．…，亅い ．．．・時 的 に ！「1湘 L液 関 i／i『を 弱 め，蘊／中 よ り

5 ．OHDA を 脳 実 質 に 通 過 さ せ ，申枢神怒系 内 の ア ミ

ン 線稚終本 の 形 態を 観 篝≦す る こ と を 試み た 。

　 ラ ッ トの 大腿静脈 よ り色素 （エ バ ン ス ブル ー） と共

に 3〜6CL：の 6M 尿 索，5〜］．帥穿 5・−OHDA を投与，あ

る い は あ らか じめ 5−OHDAIO 四 以上を 腹腔 内投 与 して

の ち エ バ ン ス ブル ー，尿 素 を 与え，24時間 以 内の ：蓮 々

の 時 期 に グル タ ー一ル ア ル デ ヒ ドを 主 体 とす る 闘定液で

灌流 固定 し，大脳 皮質，規床下部，小悩 な ど で 色素が

最 も よ く濾 出 して い る場所を選 び 堪子顕微鏡で 観察 し

た ， さ ら に 5−−OHDA の 脳 内 と り込 み は 組継i蛍 光 法 を用
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い 光 学顕 微鏡 で も観察した 。

　本法 に よ る 5−OHDA 投 与 で は 脳室内投 与 に くらべ

脳実質の 侵襲が 軽度で あ り，ま た 大脳皮 質 に お い て

5−OHDA に よ っ て ラ ベ ル され た線維終末が分子層で 高

頻度に 観察 され
， 蛍光法 に よ る NA 線維 の 分 布 と よ く

一致 した。置 換 した 5−OHDA は視床下離 ， 小脳で は終

末 内の 中〜大 型 の 小 胞 に 多 く存 在 し た が ，や や 小 型 の

小胞 に もみ られ た 。 大脳 皮質で は ほ ぼ 中〜大型小胞 に

限 られ，小型小胞に は み ら れ な か っ た。こ の 所見 は ほ

ぼ脳室内投与の もの と 同 じで あ る が ，視床下 部 で の 小

型小胞 の ラベ ル が ， 本法 に お い て よ り少数で あ っ た 。

49．螢光抗体法 （直接法） によるヒ ト胃粘膜

　　に お け るガ ス トリン 保有細胞 の検索とそ

　　 の 問題 点、

　　　　　　京蔀大 学 医 学 部 第 2 外科

　　　　　　　　○ 戸 部　隆吉，辺 見 　公雄

　　　　　　　　 福地　浩 三

　　　　　　同　　病理

　　　　　　　　 陳　世　澤

　　　　　　工
・一ザ ィ 中央研究 所

　　　　　　　　　橘　　真郎

　McGuigan らに よ っ て ，ガ ス ト リン に 対す る 抗 血清

が作製 さ れ ，
Radioimmunoassay ，蛍光 抗体法を 用 い

て ，血中 の ガ ス トリ ン 値測定 や ガ ス トリ ン 保有細胞 の

組織学的検索が 試み られ，臨床 面で も多 くの 成 績 が得

られ つ つ あ るが ，人胃に お ける ガ ス トリン 産生 細胞 の

密度分布，胃以外の 所 謂 eXtragaStriC 　gaStrinの 分布，

疾患に よ る分布異常の 有無等に つ い て の 決定的 な 結果

は得られ て い な い 。 また，組織 細胞化学的に も，ガ ス

【
・1丿ン 産 生 細胞 は argyrophil で あ る の か 否か ．電顕

で 検索 され る G 細胞で あ るか D 細胞 で ある か に つ い て

も異論が あ る 。

　ガ ス ト リ ン に 対す る特異 流血 清作 製上 の 困難 な 問題

点 は，（1＞ガ ス トリン に 抗原性 を得 さ せ るた め に ， 牛亅IL

濤 ア ル ブ ミ ン と結合 させ る 化学 的技術 と，ω 牛血 清 ア

ル ブ ミ ン と結合 した ガ ス トリ ン を家 兎 に くり返 し免疫

し，抗体価を上 肄させ る免疫学的手技に あ る。従 っ て

得 ら れ た 抗 由1清 は 極め て 貫重 で ，McGuigan ら多 くの

報告は ， さ らに 標識抗家兎羊 グ ロ ブ リン を 用い
， 聞接

法 を行な っ て い ．るが，非特異染色の 危険 渉が 含 まれ て

い る 。

　私達 は，McGuigan ら の 方法 に 改良を 加 え ， 合成 人

ガ ス トリ ン 1に 牛血 清 ア ル ブ ミン を 籍合 し，家 兎に 短

時 日で 免疫 し， r グ ロ ブ リン に 分画，　 F工TC を楪識 し

直接法 で 検索し得 る秀れた 標識抗血清 を作製 し， 外科

手術で 得 ら れ た各疾患 の 消化管 各部 の ガ ス ト 1丿ン 分布

を検索 し，着干の 知見 を得 た の で 報告す る。

50．胃 enterochrome 親様細胞 に 関する螢

　　光組織化学的研究

　　　　　　藤沢薬 品：工 中央研究所

　　　　　　　　○森 　　　襄

　　　　　　京都大学医 学部 薬理

　　　　　　　　 藤原　元 始

（53 ）

　 ラ ッ ト胃体部の 粘膜 基 底 部 1こは ，histamine，　vit 　B12

結合タ ン パ クお よ び Polypeptide類 を 有す る ほか に ，

あ る種 ア ミノ 酸 を 摂取 し，こ れ を ア ミ ン に 転換す る 細

胞系が あ り ，
enterochrome 鞍和様 細 胞 （EC −like　cel1 ）

と よば れ る。そ の 細胞化学的 及び 微細 構造 的 特 性 か

ら，胃 ＊占膜 の 消 化 1及収 過 程に も，巫 要 な 役割 を演 じる

もの と思 わ れ る。

　本実験 は，EC −like　cell の ア ミノ 酸摂 取能 お よ び ア
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